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新緑のr自然縛をた意ね否みち』
ー¥

〈図園のみS)を歩tすき惨tす
昭和61年5月11日(日)

午前9時30分
婆羅尾峠集合

婆羅尾峠から長者が原の準高冷地野菜団地まで約� 2kmのコースです。ご家族・お友達と

一諸に、四国のみち、ウォーキングに参加してみませんか。きっと

あなたの自の前にすば、らししげかつうら、の大パノラマが映し出さ

れます。� '86 

(当日のコース日程等については 先月号� 2ページに掲載のV

とおりです o / 月号5
町民のうごき

世帯数� 1，977・人口 男� 3，861 女� 4，036 計� 7，897(昭和61年� 4月� 1日現在)


出生男� 4女� 1計� 5・死亡男� 5女� 3計� 8・転入男19女15計� 34・転出男34女30計64(昭和61年� 3月中)


広報カ、つうら� 5月号=191'・昭和61年� 5月1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ(08854)2 -251 t(代)
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新緑の自然林をたずねるみち
四国のみちを歩け歩け
昭和61年5月11日（日）午前9時30分婆羅尾峠集合
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0.7% 

予備費，災害復旧費� 

17.530千円
929，686千円

・40.0%

カミ 'コ つ ら 昭和61年� 5月1日 (2)第191号

昭和� 61年度
一般会計当初予算

新年度予算決まる 前年対応8.2%の増一一

昭
和
六
十
一
年
度
予
算
の
概
要
に

年
度
一
般
会
計
の
予
算
総
似
は
、

つ
い
て

二
十
三
億
二
千
二 

三
十
九
万
一

ご
示
知
の
よ
う
に
、
長
期
に
わ

千
円
と
る
っ
て
お
り
ま
す
。 

た
る
社
会
経
消
の
低
迷
は
、
緩
や

か
な
回
復
基
調
に
あ
る
と
い
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
最
近
に
お
け
る

急
激
な
円
高

・
ド
ル
安
等
地
方
財

政
を
取
り
巻
く
情
勢
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
国
の
財
政
事
情
に
基
づ
く

高
率
の
国
庫
補
助
負
担
率
の
引
き

下
げ
が
、
前
年
度
に
引
き
続
き
実

施
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
う
町
財
政
負

担
の
増
加
、
ま
た
、
公
償
資
の
元

利
償
還
額
の
増
加
に
よ

っ
て
一
段

と
厳
し
い
予
算
編
成
と
な

っ
て
お

り
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
度
の
予
算
編
成

に
つ
い
て
は
、
勝
浦
町
行
財
政
改

善
調
査
会
の
答
申
を
尊
重
し
つ
つ

財
政
健
全
化
計
画
に
沿

っ
て
計
画

的
、
効
率
的
な
行
財
政
の
運
用
を

図
る
た
め
特
別
な
も
の
を
除
き
、

57.314 2.5%千円分担金及び負担金

当
初
予
算
で
一
年
間
の
諸
経
費
と

事
業
量
を
定
め
る
通
年
予
算
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
な
か
で
経
常
経
費
に
つ
い

h

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
の
見
直

し
を
徹
底
し
、
経
費
の
節
減
と
適

正
化
に
意
を
用
い
、
投
資
的
経
費

に
つ
い
て
も
原
則
的
に
事
業
内
容

等
を
厳
選
し
て
緊
急
性
並
び
に
経

済
効
果
の
高
い
事
業
の
選
択
等
を

行
い

、
こ

の
結
果
、
昭
和
六
十
一

自動車取得税交付金，交通安全対策特別交付金
 
18，862千円� 0.8% 


地方議与税� 

33，877千円

町慣� 

202，300千円� 

5.6% 

国庫支出金� 

130，727千円� 

使用料及び手数料 40，012千円� 1.7% 

財産収入� 55，378千円 2.4% 

繰入金 23，444千円 1.0% 

繰越金� 20，000千円� 0.9% 

諸収入寄付金 55，076千円 2.4% 

地方交付税� 

農林水産業� 

644，513千円� 

27.7% 

23億2，239万 q干円歳入� 

0.8% 

商工費

機会費

衛生費� 

1.5% 

1.9% 

5.1% 

35，550千円� 

44，310千円� 

117，958千円� 

18，526千円消防費� 

歳出 23億2，239万 T干円

MUS04
テキストボックス
昭和61年度一般会計当初予算23億2239万1千円
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町税のうちわけ� 
木材取引税 20千円� 
特別土地保有税� 165千円 0.1% 

鉱産税� 1，152千円 0.4% 

軽自動車税 ，066千円� 3.8% 

電気税 21，840千円 7.4% 

町民� 1人当りに

掛谷地区に多目的研修集会施設完成
郵
便
局
簡
易
保
険

積
立
金
還
元
融
資
施
設


293，125干円

の
集
会
所

L

か
、
昭
和
六
十

一
年
三

講
習
等
に
利
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

な
お
こ
の
建
設
資
金
の
負
担
区

一分
は
凶
校
五

行
二
瓦
パ
ー
セ
ン
ト
、

二
五

ハ
1

セ
ン
ト
で
、

間
貸
二
五

ハ
1

セ
ン
ト
の

一
部
は
、
郵
州
民
局

の
簡
易
保
険
、
郵
便
年
金
の
叫
引
い 
υ
一

金
か
ら
泣
厄
触
れ
以
を
交
け
て
い
ま

す
。

昭
和
六
十
年
度
新
農
業
構
造
改

善
事
業
で
、
掛
谷
地
区
に
建
設
中

月
二
|
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

川
地
床
山
村

一 

八
、
ド

O
e

四
十
ん

h

メ
ー
ト
ル

の
鉄
竹
千
ん
が
山
地 

白

一
千
三

h
二
万
円
)
で
、

地
波

山
民
業
者
の
研
修
会
、
際
村
コ
ミ

ュ

(事
業

ニ
テ
ィ
の
場
及
び 
4J
治
改
持
品
川
及

パ
ー
セ
ン
ト
、

町

地
元
負
制
一

O

MUS04
スタンプ

MUS04
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川
林
道
の
改
良
に
つ
い
て	

中
学
生
の
い
じ
め
に
つ
い
て

同
大
型
洗
濯
機
の
設
置
に
つ
い

過
疎
対
策
に
つ
い
て 

て

本
町
消
防
行
政
の
実
態 

町
立
病
院
の
通
営
に
つ
い
て

刷
工
場
誘
致
と
町
内
の
余
剰
人

〈
井
出

幸
夫
議
員
〉 

O

昭
和
六
十
一
年
三
月
定
例
会
は
三
月
十
一
日
開
会
し
、
昭
和
六
十
一
年

度
一
般
会
計
予
算
な
と
十
六
件
を
原
案
・
ど
お
り
可
決
し
、
三
月
二
十
六
日

閉
会
し
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
決

っ
た
主
な
も
の
と
一
般
質
問
は
次
の
と

お
り
で
す
。

昭
和
六
十
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
は
二
十
二
億
五
千
百
六
十
三
万
七

千
円
て
す
。
ま
た
昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
二
十
三
億
二

千
二
百
三
十
九
万
一
千
円
で
す
。
昭
和
六
十
一
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
は
五
億
一
千
百
九
十
万
五
千
円
で
す
。
昭
和
六
十
一
年
度
勝
浦

病
院
事
業
特
別
会
計
予
算
は
五
億
三
千
三
百
万
円
て
す
。
昭
和
六
十

一
年

度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
は
一
千
六
百
五
十
八
万
五
千
円
で
す
。

昭
和
六
十

一
年
度
住
宅
新
築
資
金
貸
付
特
別
会
計
予
算
は
八
千
六
百
六
十

豊
寿
議
員
〉

〈
山
下

員
の
調
査
に
つ
い
て

畑
総
の
水
利
用
に
つ
い
て

開
発
公
社
の
運
営
に
つ
い
て

川
公
社
て
所
有
し
て
い
る
土
地

の
目
的
、
処
分
に
つ
い
て

県
立
園
芸
高
校
の
充
笑
に
つ
い

防
火
水
惜
の
設
置
に
つ
い
て

三
期
目
似
木
町
長
の
所
信
表
明

O
E
谷
民
免
道
路
に
づ
い
て 

と
国
政
、
町
政
、
町
民
生
活

新
浜
勝
浦
線
の
改
良
に
つ
い
て	 

山
国
町
制
助
削
減
の
影
響

山
今
後
の
尚
齢
者
対
策 

(特
別

養
諸
問
老
人
ホ 

ム
、
老
人
保
健

法
等
)

ω国
民
健
康
保
険
(
保
険
税

・

健
康
管
迎
等
)

大
型
間
接
税

つ
い
て

同
平
和
を
求
め
る
町
民
の
運
動

と
町
の
と
リ
く
み

道
路
網
整
備
の
促
進
に

つ
い
て

附
町
民
へ
の
広
報
活
動

ω

O O O O O O O

O

l

O Oて
国
際
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め

の
教
育

O O O
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

四
万
八
千
円
で
す
。

町
政
に
対
す
る
一
般
質
問 

〈
河
野

チ
ヅ
議
員〉 

坂
本
小
学
校
児
童
数
並
び
に
幼

O

〈
川
口

幸
一
議
員
〉 

勝
浦
川
の
自
然
殿
涜
に
つ
い
て

勝
浦
町
水
利
用
計
画
に
つ
い
て

三
期
桜
木
町
長
へ
の
期
待

〈
西
浜

勝
己
議
員
〉 

地
場
産
業
育
成
と
工
場
誘
致
に

O

O O O O
凍
害
融
資
等
の
返
済
制
度
と
み

か
ん
産
業
の
育
成
に
つ
い
て

勝
浦
町
の
学
校
教
育
の
進
め
方

の
基
本
と
社
会
教
育
対
策
に
つ
い
て

最
終
年
度
の
同
和
対
策
事
業
と

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

〈
折
部
健

一
郎
議
員
〉

主
要
県
道
及
び
広
域
農
道
に

つ

い
て

川
町
内
労
働
力
確
保 

稚
闇
児
に

つ
い
て
今
後
の
対
策

花
嫁
対
策
並
び
に
農
業
後
淋
者

対
策
に
つ
い
て

O
忠
魂
碑
の
移
転
に
つ
い
て

O O

〈
岡
本

富
治
議
員
〉

新
た
な
飛
躍
と
繁
栄
の
軌
道
三

期
日
桜
木
町
政
に
問
う

川
坂
本
工
区
、
沼
江
石
原
バ
イ

的
排
水
対
策
と
河
川
改
修

〈

中

西

議

員〉

啓� 

パ
ス
、
新
一
供
勝
浦
線
、
東
部
広

域
農
道

〈
中
西

晴
美
議
員
〉 

畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
に

横
瀬
橋
付
け
替
え
期
成
同
盟
会

つ
い
て

O

O
消
火
栓
に

つ
い
て

結
成
と
今
後
の
運
動
展
開
に
つ
い

川
水
利
用
に
つ
い

て 

て 
町
尽
の
健
康
対
策

福
祉
と
特
別
養
諮
老
人
ホ
|
ム

町
内
小
中
学
校
の
プ
|
ル
の
現

そ
の
見
通
し
に
つ
い
て 

況
に
つ
い
て

川
勝
中
プ
|
ル
建
設
に
つ
い
て

坂
小
の
プ 

ル
に
つ
い
て

ω

O O

O O

l

一
般
建
設
事
業
と
の
均
衡
並
び
に

O 財
政
対
応
に

つ
い
て 

昭
和
六
十
一
年
度
の
予
算
編
成

の
主
点
施
策
に
つ
い
て
、
い
か
に

し
て
健
全
財
政
の
碓
保
に
努
め
る 

O O

川
徳
島
上
那
賀
線
に
つ
い
て

凶
徳
島
新
浜
勝
浦
線
に
つ
い
て

ω勝
浦
羽
ノ
浦
線
に
つ
い
て

同
広
域
農
道
の
今
後
に

つ
い
て 

勝
浦
の
産
業
行
政
に

つ
い
て 

ω複
合
経
営
の
あ
り
方

横
瀬
橋
の
架
け
替
え
に
つ
い
て 

O 

問
農
業
振
興
協
議
会
に
つ
い
て 

基
盤
髭
備 

0
消
防
行
政
に

つ
い
て 

ω凍
害
融
資
の
返
済
の
対
応
に	

町
内
各
事
業
所
に
対
す
る
行
政

O

川
新
年
度
各
会
計
予
算
案
の
特

徴
税
収
納
窓
口

の
充
実
に
つ
い

O

色
ω保
健
衛
生
の
あ
り
方

附
青
少
年
の
海
外
研
修

ィ、
 

公
金
預
託
に
つ
い
て	 

〈
岡
重
夫
議
員
〉

一
二
期
日
終
木
町
政
の
基
本
に
問
う	

特
別
養
護
老
人
ホ
|
ム
の
設
置

O

〈
岡
本 

栄
一
議
員
〉

の
見
通
し
と
計
画
及
び
着
服
点
に

議
員
〉 

つ
い
イ
ー、 

肇

〈
若
木 

病
院
経
営
に

つ
い
て

か
ん
排
事
業
促
進
と
有
効
利
用

負
担
区
分
に
つ
い
て 

花
と
恨
と
(
町
長
の
政
治
姿
勢
) 

O

O
坂
本
バ
イ
パ
ス
の
予
算

大
泉
似
の
町
道
編
入

坂
本
小
学
校
の
プ
|
ル
に
つ
い
て

指
導
と
そ
の
連
携
に
つ
い
て

O

つ
い
て	

回
心
い
や
り

の
あ
る
行
政
と
は

O

民編民
福成健
祉に康
とつ保
老い険
人て会
対 計
策の
に現
つ� j兄� 
L、と

O

O O

MUS04
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「短
期
間
で
、
あ
な
た
の
資
金
が

二
倍
、
三
倍
に
な
り
ま
す
」

こ
れ
は
、
悪
徳
商
法
の
セ

ー
ル

ス
マ
ン
の
一
言
葉
た
く
み
な
か
甘
い

さ
さ
や
き
。
で
す
。

こ
の
世
に
は
、
こ
ん
な
。
う
ま

い
話
。
が
あ
る
わ
け
が
な
い
と
わ

か
っ
て
い
て
も
、
つ
い
話
を
聞
い

て
し
ま
う
|

|
こ
う
な
る
と
悪
徳

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
思
う
壷
。
あ
と

は
、
消
費
者
を
そ
む
気
に
さ
せ
て
、

ど
ん
ど
ん
財
産
を
吸
い
取
っ
て
し

ま
う
と
い
う
ケ
�
 ス
が
多
い
よ
う

で
す
。

被
害
者
の
中
に
は
、
自
殺
を
し

た
り
、
預
貯
金
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

l

と
生
活
費
ま
で
巻
き
上
げ
ら
れ
、

今
後
の
生
活
設
計
が
立
た
な
く
な

っ
て
し
ま
う
と
い

っ
た
ケ
ー
ス
も


あ
り
ま
す
。
特
に
被
害
が
多
い
の


は
お
年
寄
り
ゃ
婦
人
で
す
。


五
月
は
「
経
済
事
犯
取
締
り
強


化
月
間
」
で
す
。


悪
徳
商
法
の

セ
ー

ル
ス
マ
ン
は
、

ど
ん
な
こ
と
を
さ
さ
や
き
、
あ
な

た
の
財
産
を
狙

っ
て
い
る
の
で
し

トゐ、「ノ
。

親
切
を
逆
手
に
取
る

で
す
。ど

ん
な
方
法
か
・と
い
う
と

州
制
切
を
�
 
武
胤
ナ
に
人
を
だ
ま

す
。

と
い

っ
て
も
、
一
般
の
人
か

す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一

部
の
悪
徳
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
手

υ

例
え
は
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年

寄
り
に
近
っ
き
、
話
し
相
手
に
な

り

と

き

に

は

一屑
を
も
ん
だ
り

風
呂
て
背
中
を
流
し
た
り
し
ま
す
。

こ
の
と
き
は
、
ま
だ
儲
け
討
を
切

り
出
し
ま
せ
ん
。

お
年
寄
り
は
、
「
自
分
の
子
供
に

も
し
て
も
ら

っ
た
こ
と
が
な
い
こ

と
を
し
て
く
れ
る
。
な
ん
て
親
切

な
人
だ
ろ
う
」
と
感
激
し
、
だ
ん

だ
ん
と
心
を
許
し
ま
す
。

悪
質
な
セ
ル
ス
マ
ン
の
化
け

の
皮
が
は
が
れ
始
め
る
の
は
、
こ

H

の
こ
ろ
か
ら
で
す
。

老
後
の
不
安
を


あ
お
り
た
て
る


l
l
1

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
す
ご
く
い
い


訴
が
あ
る
ん
だ
」
こ
ん
も
言
業
で


誘
い
ま
す
。


「
今
は
、
生
活
資
金
に
図
つ
て
な

い
し

::・
」
な
ど
と
答
え
る
と
、

セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
、
「
こ
れ
か
ら
は

年
金
を
あ
て
に
し
て
た
ら
だ
め
。

現
金
を
持

っ
て
い
て
も
、
税
金
で

と
ん
と
ん
も
っ
て
い
か
れ
る
よ
」

な
ど
と
、
老
後
の
生
活
不
安
を
あ

お
り
た
て
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
「
一
向

期
間
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
資
金

が
二
倍
、

三
倍
に
増
え
る
方
法
を

知

っ
て
い
る
ん
だ
が
�
 
:
」
と
切

り
出
し
て
く
る
の
で
す
。

お
年
寄
り
を

孤
立
さ
せ
る

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
場


ム
円
、
々
お
か
し
な
話
だ
な
�
 と
思


っ
て
も
、
相
談
す
る
相
手
は
い
な


い
し
、
話
を
聞
い
て
く
れ
る
の
は


儲
け
話
を
も
ち
か
け
て
い
る
セ
ー


ル
ス
マ
ン
だ
け
と
い
う
こ
と
か
ら
、


が
の
真
相
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま


た
、
波
切
る
人
い
か
一言
う
こ
と
だ
か


ら
間
違
い
る
い
だ
ろ
う
と
判
断
し


て
し
ま
う
こ
と
J
U

多
い
よ
う
で
す


悪
い
こ
と
に
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン

は
「
こ
の
話
は
即
時
実
に
同
か
る
話

u

c

+相 巧ハ，£目町� 

V喝� 130
川ぷ:川� 111・0
一一� o 

o 

と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ

，‘、

。
�
 

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄

J
C

E

V

す
ま
す
お
年
寄
り
を
孤
立
化
さ
せ

て
し
ま
う
の
で
す
。

契
約
後
に

勿
だ
ま
さ
れ
た
�
 と
気
づ
く

そ
し
て
、

一
た
ん
契
約
を
済
ま

せ
る
と
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
高
飛

車
に
な
り
、
お
年
寄
り
が
た
ま
さ

れ
て
い
る
と
わ
か
っ
て
、
�
 解
約

し
た
い
。
と

い
っ
て
も
と
り
あ
わ

ず
、
逆
に

「
違
約
金
を
払
、
ぇ
」
な

ど
と
お
ど
し
始
め
ま
す
。

結
局
、
だ
れ
に
も
相
談
で
き
な

い
お
年
寄
り
は
、
し
か
た
な
く
違

約
金
を
払
い
、
そ
れ
ま
で
持

っ
て

い
た
老
後
の
生
活
資
金
を
ほ
と
ん

ど
巻
き
上
げ
ら
れ
て
し
ま
う
・
・・。

こ
れ
は
、
ほ
ん
の
一
例
で
す
。

う
ま
い
話
に
は


十
分
注
意
を


こ
の
世
に
は
、
ぼ
ろ
儲
け
が
で

き
る
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。
、
7
ま
い

誌
に
は
、
必
ず
落
と
し
穴
が
あ
る

H

H

だ
か
ら
、
他
人
に
話
し
て
は
ダ
メ

だ
よ
し
な
と
と
ウ
ソ
を
つ
き
、
ま

と
い
う
」'

特
に
、

り
は
繊
切
ご
か
し
に
近
づ
い
て
く

る
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
は
十
分
注
意

を
。
そ
し
て
、
お
か
し
な
話
だ
な

と
思
っ
た
ら
必
ず
、
家
族
や
知
人
、

答
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

『¥

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
あなたを狙う甘いささやき
5月は経済事犯取締り強化月間です

MUS04
テキストボックス
お年寄りを狙う悪徳セールスマン
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V
請
求
受
付

児
童
手
当
法
の
改
正

児
童
手
当
法
が
、
六
月
一
日
か

ら
変
わ
り
ま
す
。

い
ま
ま
で
の
法

律
で
は
、
三
人
以
上
の
お
子
さ
ん

を
育
て
て
い
る
家
庭
に
、
児
童
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回

の
改
正
で
、
二
人
自
の
お
子
さ
ん

か
ら
も
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

改
正
さ
れ
た
児
童
手
当
法
を
紹

介
し
ま
す
。

第
二
子
に
は

月
額
二
千
五
百
円

昭
和
六
十
一
年
六
月
一
日
現
在
、


十
八
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
二
人


育
て
て
い
る
家
庭
が
、
対
象
に
な


り
ま
す
。
た
だ
し
、
二
人
目
の
お


子
さ
ん
は
昭
和
五
十
九
年
六
月
二


日
以
後
に
生
ま
れ
た
児
童
に
限
ら


れ
、
対
象
と
な
る
家
庭
に
は
、
月


額
二
千
五
百
円
の
児
童
手
当
か
支


給
さ
れ
ま
す
。
対
象
と
な
る
児
童


を
お
も
ち
の
家
庭
は
、
次
に
よ
り


申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。


六
月
三
十
日
ま
で

入
白

山，� ".二

三お
受二子� 
111:さ
取じん
れ:か
まにら� 

l;ιす: 

の

六
月
一
日
か
ら

認
定
請
求
書
に
必
要
事
項
を

記
入
押
印
の
う
え
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
(
該
当
者
に
は
送
付
し

ま
す
。)

V
請
求
先

V
請
求
方
法

l

役
場
住
民
福
祉
課

増
額
分
の
申
請
を

三
人
以
上
の
お
子
さ
ん
を
育
て
、

現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

家
庭
で
、
二
人
自
の
お
子
さ
ん
が

新
制
度
の
対
象
(
昭
和
五
十
九
年

六
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
児

童
)
と
な
る
場
合
は
、
新
た
に
申

請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一

人
あ
た
り
月
額
二
千
五
百
円
の
手

申
請
手
続
は
第
二
子
の
方
法
と
同

じ
で
す
。

増
額
分
の

申
請
に
該
当
し
な
い
か
た

従
来
(
昭
和
六
十
一
年
五
月
三

十
一
日
現
在
)
の
受
給
者
で
、
増

額
分
の
申
請
に
該
当
し
な
い
人
は

今
回
の
手
続
き
は
し
な
く
て
も
か

ま
い
ま
せ
ん
が
、

六
月
一

日
か
ら

六
月
三
十
日
ま
で
の
聞
に
「
現
況

届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

対
象
児
童
の
年
齢

三
年
間
で

段
階
的
に
修
正

新
制
度
で
は
、
三
年
後
に
対
象

児
童
の
基
準
を
就
学
前
に
統
一
し
、

よ
リ
多
く
の
家
庭
に
児
童
手
当
を

支
給
で
き
る
体
制
を
と
り
ま
し
た
。

当
が
同
情
傾
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
第

三
子
以
上
の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て

は
今
ま
で
ど
お
り
、
一
人
あ
た
リ

月
額
五
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

文
給
額
は
変
わ
リ
ま
せ
ん
が
、
支

給
期
間
が
変
わ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

①

一
年
目

(昭
和
六
十

一
年
六
月

一
日
か
ら
昭
和
六
十
二
年
三
月

三
十

一
日
ま
で

)

昭
和
六
十
一
年
六
月

一
日
現
在

で
、
二
人
自
の
お
子
さ
ん
は
二
歳

未
満
、

三
人
自
の
お
子
さ
ん
は
中

学
校
卒
業
ま
で
を
対
象
児
童
と
し

ま
す
。

①
二
年
目

(昭
和
六
十
二
年
四
月

一
日
か
ら
昭
和
六
十
三
年
三
月

三
十
一

日
ま
で
)

昭
和
六
十
二
年
四
月

一
日
現
荘

で
、
二
人
自
の
お
子
さ
ん
は
四
歳

未
満
、

三
人
自
の
お
子
さ
ん
は
小

学
校
三
年
生
ま
で
を
対
象
児
童
と

し
ふ
手
十
ヲ
。

①
三
年
目
(
昭
和
六
十
三
年
四
月

一
日
以
降
)

二
人
自
の
お
子
さ
ん
も
三
人
目

対
象
児
童
と
し
ま
す
。

の
お
子
さ
ん
も
、
就
学
前
ま
で
を

ー
役
所
な
と
へ
の
要
望
や
苦
情
を
解
決

春
の
『
行
政
相
談
週
間
』

徳
島
行
政
監
察
事
務
所

五
月
十
一
日
(
日
)
か
ら
十
七
日 

当
町
の
行
政
相
談
委
員
は
、
次

(
土 
)ま
て
の
一
週
間
は
、
「
春
の

の
と
お
り
で
す
。

行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

氏

名

中

村

芳

生

行
政
相
談
週
間
は
、
総
務
庁
が

住

所

大

字

沼

江


行
政
相
談
制
度
を
広
〈
国
民
の
皆

電

話

二 
1

三
一
一

一二



さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

行
政
相
談
所


に
、
全
国
一
斉
に
実
施
し
て
い
る

一
、
日
時

昭
和
六
十
一
年
五
月


も
の
で
す
。

一
一
日
午
前
十
時
か
ら


こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、

午
後
三
時
ま
で


地
元
行
政
相
談
委
員
が
主
催
し
て
、

二
、
場
所
住
民
福
祉
セ
ン

タ
ー


次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設

三
、
参
加
予
定

機

関

行

政

相

談


し
ま
す
の
で
、
役
所
の
仕
事
に
つ

委
員
、
人
権
擁
護
委


い
て
苦
情
や
要
望
な
ど
を
お
持
ち

員
、
心
配
事
相
談
員


の
方
は
こ
の
機
会
を
お
気
軽
に
こ


利
用
く
だ
さ
い
。


巴
γ 

l

MUS04
テキストボックス
二人目のお子さんから受け取れます
児童手当法の改正六月一日から

MUS04
テキストボックス
第二子には月額二千五百円
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「、� 

ー
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
|

現
在
、
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
も
今
月
中
に

金の請求手続」の窓口が ;識ふ

変更|こなります 二正

老齢基礎年金の請求窓口は，務求者

によってつぎのよう!こ市町村役場と往

会保険事務所にわかれます。

H
転
作
等
目
標
面
積

二
四

・八
回

い
な
い
方
は
早
急
に
町
役
場
産
業

課
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

奨
励
補
助
金
等
は
、
別
図
の
と

お
り
で
す
。

作
物
等
、
く
わ
し
く
は
産
業
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

昭
和
六
十

一
年
四
月
か
ら
、
国

民
年
金
制
度
が
改
正
さ
れ
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
(
厚
生
年
金
、
共
済
年

金
に
加
入
者
)
の
配
偶
者
も
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
ご
主
人
又
は
奥
さ

ん
が
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加

入
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
人
か
ら
扶

養 

(健
康
保
険
証
の
被
扶
養
者
と

な

っ
て
い
る 
)
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
第
三
号
被
保
険
者
に
該
当
し
、

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
な
く

て
も
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
で
、
ま
だ
手
続

き
を
済
ま
さ
れ
て
い
ー
も
い
方
は
、

至
急
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

|

|
届
出
の
用
紙
は
、
役
場
住
民

福
祉
課
に
あ
り
ま
す
|

|

61.4.1から「老齢基礎年

同
第
三
期
対
策
の
奨
励
補
助
金

円)

励作奨

転作定新化推進加算
基本額

第� 2 H! 加算

氷 年 性 作 物 �  44，000 恥、

36，000特定作物�  

21.000一 般作物等�  
iili 

O 地域特産作物加算:D!J 16，000明 菜� 
l品格のみ10，000f告� 

転; 作� 21，000管理 転 作

16、000奨励補助金 保全管理� 

土地改良i厄年施行補助金� 16.000 

(10ア ル当たり� 

新年金にお答え む8ft
併給の調整は(厚生年金保険の遺族年金と老齢基礎年金)

遺族年金を受給しながら国民年金に加入し

ている者の老齢基礎年金はどうなりますか。

転
作
の
申
込
み
は


お
済
み
で
す
か


日
ご
ろ
は
、
水
田
利
用
再
編
対

策
事
業
に
格
別
の
こ
理
解
と
、
ご

協
力
を
い
允
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

さ
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
事
業
は
昭
和
五
十

三
年
度
か
ら
お
お
む
ね
十
年
間
の

同

長
期
的
な
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ

て
お
り
、
本
町
に
お
い
て
も
農
家

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ

ま
で
毎
年
目
標
を
上
回
る
実
績
を

上
げ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
に
お
い
て
も
各
地
区
を

巡
回
し
、
転
作
等
の
受
付
を
し
ま

し
た
が
、
ま
だ
申
し
込
み
を
し
て

厚生年金の遺族年金を受給している者が，老齢基

礎年金の受給権を得たときは遺族年金と 65歳か

ら老齢基礎年金が併給されます。

ただし，老齢基礎年金の繰り上げ支給を受けた場

合は，� 65歳まで遺族年金は支給停止されます。

支給 される年金

O通常 方矢 年 金

''」

従来の厚生年金保険の遺族年金を受給している者が，老齢

基礎年金の受給権を取得したときは，遺族年金と老齢基礎年

金が併給されます。ただし，受給権者が老齢悲礎年金の繰上

げ支給を請求し，その支給を受けた場合は，65歳まで遺族年

金は支給停止となります。なお，老齢厚生年金の受給権を有

する場合には，遺族給付か老齢給付のし、ずれか� lつを選択す

ることになります。

ヰ
j き弁」

金

一

を
受

年

一

給

礎
一

支

基

一

げ

齢

一

上

老

一

繰
金年

民

般

の礎齢老

。
基

第
一一一則
に
お
け
る
永
年
性
作
物
に
は
、

転
換
畑

で
の

転
作
を
含
む
。
地
域
特
産
作

物
加
算
に
つ
い
て
は

「
7
ワ
イ
」
を
取
り
入

れ
る
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
サラリーマンの奥さん
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
で
町
を
美
し
く
ノ 

籍
制
固
環
鶴
周
闘

5
月
ロ
日 
1
6
月
日
日

O 美
し
い
町
、
っ
く
り
は
、
町
民
だ

け
で
な
く
、
勝
浦
町
を
訪
れ
る
人

の
心
を
さ
わ
や
か
に
し
て
く
れ
ま

す
。勝

浦
町
で
は
、
毎
年
六
月 
i
九

月
ま
で
毎
月
第
一
白
眼
目
を
「
全

町

一
斉
品
川
婦
の
日
」
と
し
て
町
内

の
美
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
各

戸
に
一
人
は
必
ず
参
加
し
、
美
し

い
町
づ
く
り
に
ご
協
力
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

一
斉
清
掃
実
施
日

六
月
一
日
側
、
七
月
六
日
制

八
月
三
日
側
、
九
月
七
日
同

ま
た
、
河
川
、
道
路
等
へ
の
不

法
投
棄
が
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。
河

川
等
に
不
法
投
棄
す
る
と
処
罰
さ

着
付
教
室

踊
り
教
室

犬
の
登
録
と

習
字
教
室

生
花
教
室

狂
犬
病
予
防
注
射

勝
浦
会
館
で
は
次
の
日
程

・
内

手
芸
教
室
(
玉
ノ
木

・

グ
補
正
注
射
。

容
で
、
昭
和
日
年
度
の
各
種
講
座

五
十
回
公
会
堂
)

次
の
日
位
て
補
正
注
射
を
行
な

を
開
講
い
た
し
ま
す
。
ご
希
望
の

包
日
附 

削
り
教
室

い
ま
す
の
で
、
受
け
て
い
な
い
方

方
は
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

幻

日

附

着

付

教

室

は
れ
似
寄
り
の
相
場
所
で
必
ず
受
け
て

6
日

閃

習

字

教

室 

自

白

州

手

芸

教

室

く
だ
さ
い

ー 

7
日

附

手

芸

教

室 

各
教
室
と
も
午
後
七
時
三
十
分

登
録
料 

8
日

嗣

踊

り

教

室

か
ら
開
講
し
ま
す
。
(
習
字
の
み
七

0
注
射
料

勝
浦
同
和
問
題
研
究

時
間
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

こ
参
加
く
だ
さ
い
。

21 20 19 15 13 
日日日日日
休)(火)(月)(村(火)

M

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
周
辺
住
民
に

も
不
快
感
を
与
え
ま
す
。
一

般
の

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

ゴ
ミ
は
、
勝
浦
町
の
ゴ
ミ
処
理
施

昭
和
引
年

6
月
|
日
施
行

設
へ
、
産
業
廃
棄
物
は
、
産
廃
処

住
民
基
本
台
帳
制
度
は
、
住
民

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
対
す
る
関

理
業
者
等
で
処
分
し
、
不
法
投
棄

の
居
住
関
係
の
公
証
、
選
挙
人
名

心
が
高
ま
り
、
現
行
の
住
民
基
本

河
川
堤
防
の
ゴ
ミ
清
掃
を
行
う

簿
の
登
録
そ
の
他
の
住
民
に
関
す

る
事
務
処
理
の
基
礎
と
す
る
等
の

た
め
、
昭
和
四
十
二
年
に
創
設
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
市
町
村
長
は

住
民
基
本
台
帳
を
備
、
ぇ
、
住
民
か

ら
の
届
出
等
に
基
づ
き
、
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
本
籍
、

続
柄
等
個
々
の
住
民
に
関
す
る
事

項
を
記
録
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
こ

れ
ら
の
事
項
は
原
則
と
し
て
何
人

に
対
し
て
も
公
開
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
に
お
け
る
社
会

一
般
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
意
識
の
向

陽
や
情
報
化
社
会
の
進
展
等
の
社

会
悩
勢
の
変
化
に
伴
い
、
住
民
の

台
帳
制
度
に
つ
い
て
も
さ
ま
さ
ま

な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
情
勢
に
対
処
し
、
今

回
の
大
幅
な
改
正
と
な
っ
た
も
の

で
す
。

住
民
擦
の
写
し
の
交
付
申
請
に

つ
い
て
次
の
事
項
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

O
使
用
目
的
(
必
ず
必
要
で
す
) 

O
請
求
者
の
住
所
及
び
氏
名 

O
印本

人
及
び
家
族
以
外
の
者
が

本
人
に
頼
ま
れ
た
場
合
(使
者
) 

O
委
任
状
が
必
要

O
本
人
が
自
署
押
印
し
た
申
請
舎

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

勝
浦
町
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

河
川
敷
に
不
法
投
棄
さ
れ
た

大
量
の
ゴ
ミ

5 

場 所 時 間

勝!;是坂本事業所 午後� 2: 00 
-2 : 10 

与川内公会堂前
午後� 2 : 20 
-2 : 30 

月� 
勝浦町農協前

午後� 2・40
-2 : 50 

25 

勝浦町役場持者
ゲ トボール� f必� 

午後� 3 :00 
-3 : 10 

日 生名センター前
午後� 3 :20 
-3 : 30 

(日 勝浦会館
午後� 3・40 
-3 : 50 

子守山商!市横
午後� 4 : 00 
-4: 10 

生比奈農協前
午後� 4・20 

-4:30 

墜
凋
会
館
五
月
行
事

T

U

二
下 

円

二
千
五
百
円

四 

六
百
円 

会
定
例
会

合
計

日 程 表

MUS04
テキストボックス
ボランティアの力で町を美しく

MUS04
テキストボックス
勝浦会館五月行事



(9) 昭和61年 5月1日� ヌう込 ザコ つ ら 第191号

台
湾
を
訪
れ
体
験
し
た
数
多
い

話
の
中
か
ら
、
今
回
旅
行
の
最
大

の
目
的
で
あ
る
台
北
市
延
平
中
学

と
の
交
歓
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

三
月
二
十
七
日
午
後
二
時
過
ぎ

大
雨
の
中
、
到
着
し
ま
し
た
。

多
勢
の
生
徒
や
先
生
が
拍
手
で

歓
迎
を
し
て
く
れ
る
光
景
を
見
て
、

勝
浦
の
子
供
達
は
、
一
瞬
戸
惑
い

パ
ス
か
ら
下
り
る
の
を
た
め
ら
い
、

理
由
も
な
く
荷
物
を
探
し
た
り
、

土
産
物
が
見
当
ら
な
い
な
と
と
親

子
が
急
に
そ
わ
そ
わ
。
初
め
て
の
体

験
で
す
か
ら
無
理
も
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
交
歓
会
で
は
、
両
校
の

生
徒
が
向
か
い
合
わ
せ
の
席
に
つ

き
校
長
先
生
、
家
長
会
々
長
、
生

徒
会
代
表
が
お
互
い
に
歓
迎
や
お

札

の
挨
拶
を
行

い
、
記
念
品
交
換

を
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
各
教
室
に

わ
か
れ
て
学
習
に
加
わ
り
ま
し
た
。

親
達
が
心
配
顔
で
覗
き
ま
す
と
、

子
供
達
は
早
く
も
う
ち
と
け
て
、

手
振
り
身
振
り
、
片
言
の
英
語
に

筆
談
を
交
え
話
し
合
っ
た
り
、
先

生
に
通
訳
を
頼
ん
で
わ
か
り
合
お

う
と
す
る
真
剣
な
姿
で
し
た
。
ま

た
、
授
業
の
内
容
で
す
が
、
あ
る

二
年
生
の
数
学
の
問
題
を
見
て
び

っ
く
り
、
あ
ま
り
高
度
な
の
で
、

案
内
の
教
頭
先
生
に
聞
く
と
高
校

第
一
回
台
湾
親
善
親
子
旅
行
か
ら
帰
国
し
て

訪
ム
口
団
長

程
度
の
学
習
を
し
て
い
る
、
他
の

え
た
こ
の
厳
し
い
現
実
、
兵
役
の

教
科
も
同
様
で
あ
る
と
の
事
、
聞

た
め
男
子
は
十
五
歳
か
ら
圏
外
へ

い
て
ま
た
び
っ
く
り
、
な
ぜ
な
ら
、

出
ら
れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
自
分

台
湾
は
教
育
、
文
化
は
少
し
遅
れ

の
将
来
の
た
め
に
も
一
生
懸
命
な

て
い
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
そ

の
で
す
が
、
国
の
発
展
向
上
す
る

れ
を
信
じ
て
い
た
私
自
身
を
恥
じ

に
も
先
ず
教
育
か
ら
と
力
を
入
れ

ま
し
た
。
反
省
を
含
め
で
教
頭
先

て
い
る
そ
う
で
す
。
校
内
暴
力
や

生
に
質
問
し
、
い
を
い
ろ
な
こ
と

家
庭
内
暴
力
、
男
女
間
の
ト
ラ
ブ

を
教
、
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ル
な
ど
も
私
の
学
校
で
聞
い
た
こ

延
平
中
学
は
、
朝
七
時
三
十
分

と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
融
官
察
に
お

か
ら
自
習
、
八
時
か
ら
授
業
を
始

世
話
に
な
っ
た
こ
と
も
ご
ざ
い
ま

め
て
夕
方
五
時
ま
で
行
わ
れ
て
い

せ
ん
と
の
話
で
し
た
が
、
生
徒
遠

る
と
の
事
。
こ
れ
だ
け
勉
強
し
て

の
顔
を
見
て
い
る
と
な
る
ほ
ど
、

い
る

の
に
、
家
に
帰
れ
ば
数
学
、

と
思
い
ま
し
た
。
家
庭
で
の
し
つ

理
科
、
英
語
の
家
庭
教
師
を
つ
け

け
も
厳
し
く
子
供
の
教
育
に
は
大

て
い
る
そ
う
で
、
子
供
達
が
寝
る

変
熱
心
で
あ
る
と
の
話
で
し
た
。

の
は
午
前
二
時
頃
に
な
る
と
い
う
。

き
て
、
勝
浦
の
子
供
達
は
、
各

自
分
の
子
と
比
べ
て
、
素
直
に
は

家
庭
へ
ホ
|
ム
ス
テ
イ
で
タ
ク
シ

感
心
で
き
な
い
複
雑
な
気
持
ち
に

ー
や
お
父
さ
ん
が
迎
え
に
来
て
行

な
り
ま
し
た
。
親
が
早
く
寝
な
さ

く
こ
と
に
な
り
、
親
遠
の
心
配
し

い
と
言
っ
て
も
、
消
灯
は
す
る
が

て
い
る
心
が
痛
い
ほ
ど
表
情
に
表

親
が
い
な
く
な
れ
ば
又
勉
強
を
始

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
心
を
察
し

め
る
そ
う
で
あ
り
、
歩
い
て
い
る

た
か
ど
う
か
、
是
非
親
子
共
々
に

時
は
英
語
の
ス
ペ
ル
を
頭
に
描
い

と
強
〈
勧
め
ら
れ
、
市
内
案
内
や

て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
こ
ま
で
頑

豪
華
な
食
事
を
頂
い
た
親
子
も
あ

張
る
理
由
も
教
頭
先
生
や
家
長
会

り
ま
し
た
。

々
長
さ
ん
が
話
し
て
お
ら
れ
ま
し

延
平
中
学
及
び
家
長
会
が
、
忙

た
が
、
台
湾
の
中
学
卒
業
生
は
六

が
し
い
中
、
時
間
を
さ
さ
勝
浦
か

万
人
余
り
で
、
大
学
へ
行
け
る
進

ら
の
私
達
に
心
を
こ
め
て
手
厚
い

学
校
へ
は
一
万
人
余
り
し
か
進
め

も
て
な
し
を
し
て
削
き
と
て
も
感

ま
せ
ん
。

こ
の
中
に
入
ら
な
い
と

激
い
た
し
ま
し
た
。
私
達
が
お
札

石

木

正

台
湾
の
島
に
多
く
の
人
口
を
か
か

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
狭
い

す
。
そ
し
て
、
兵
役
を
三
年
間
勤

又な(お 手ラれし�  j戻がし中 ま上なになは合じに全いえい迫ポま中子をの
さらあせ延を、てが見て 正 三しげ光もくしいなな頁よてのつ|しに 、持心
たペムりわ平振ア片別頬送い国月た、景通てな別いつでいいけてズたも友ちを
い我7がに中りリ 言 れ を り た 際 三 。 も にじもいれのた記よるよくを 。過達、こ
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J 湾 (シ。 、 。は」波泣ま生の途 て胸すは業れ、 言言き生み必、カを和イな
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二段階での石折を
禁ltでする4軍強

‘ 
巳� ミニバイクの

5月20日は「受通安全の巳」 右折方法

県では，毎月20日を県民交通安全の 日に指定し，すべての県民が

交通事故防止に努めることになっていま す。� 

5月の重点目標は.子供の交通安全の確保です。 この白は.各家

庭で家族会機を開き，予イ共に正しい交通JレーJレ・7 ナーを教え，家族

全員で交通安全について話し合、、交通事制方止に努めましょう 。
‘ 

パイクで広い交差点を右折するのは.ベテランライターでも判
‘ 	

ガ鍵しいものです。対向車は来てい広いか，自ガるヲEの筏断歩道に

人はいないか芯ど.いろいろなことを一瞬1こ判断し広ければいけま

ぜん。

ところで.500::以下のパイフの右折万法ガ今年のオ用から-Bs

変わりましとが。もうおlまえて.正しく走っていますか。

信号などで交通務理の行わ杓ている.次に挙げる交差点でlet.図

のように二段階の右折をし広ければなりません。 このよう芯道蕗ではι111自霊長室のようにあらかじめ道箇のを� t 

内 

九	 

勝
浦
郡

小
松
島
市

傷
口
よ
り
心
臓
に
近
い
と
こ
ろ

十
五
分
に
一
回
は
、
し
ば
り
を

①僚級などで二段階石折11指定されている交差点 	 B唱に寄り. (2)3{'差点をi加すし主主ガら直進し，渡りきっ疋ところ も

②片側 3車線以上ある温留で. 信号機のある道路〈棟議等で二~lW邑
でE吾を石に向きを愛え.(31進む方向の信号ガ宵に毛よってガら直� t 

右折を禁1上しているときは除、く〉
進することにほりましだ。右折するときlet十分:主憲しましょう。，

V V

Q

w
b
B 

V	 V

け
る
。

解
い
て
血
を
通
し
、
ま
た
し
ば
る
。 

を
強
く
し
ば
る
。 

V し
に
か
ま
れ
た
ら
応
急
処
置
を
し

て
、
一
刻
も
早
〈
医
師
の
診
察
を

受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

む
し停電の場合は園 五

月
か
ら
十
月
に
か
け
て
は

一
一
刻
も
早
く
医
附
の
診
察
を
受

血
清
の
保
管
場
所

応
急
処
置
と
受
診

H

の
出
没
期
で
す
。
も
し
ま
む

こんなニとに気をつけて/� 

亀 

mu
g
m
w
@

Q

Q

Q 
H	 Q

ま

上
勝
町
診
療
所 
(上
勝
町
一制
原 
)

電
話 
八八五
豆
・
二
・ 

五
一

三

二

O

O

C

O
O

b 


ムム・ム
 

ム
・ム・ム・ム
 

-A-
-
A

電
話
完
全
=
一
・
二
・
二
五
五
五

-A
・ム・ム・ム・ム・ム・ム・ム
 

-
A

-A-

(
夜
間
)

一
一
・
五
九
五
五

正
木
)
(
休
診
中
・再
開
時
に
配
置
)

小
松
島
保
健
所
(
堀
川
町
)

上
勝
町
第
二
診
療
所
(
上
勝
町

勝
浦
病
院 

(勝
浦
町
棚
野 
)

従
話
。
八
八
王
子

二
・
二
一
三
五

平
日
は
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
。

土
眼
目
は
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
正
午
ま
で
。

白
川
崎
日
・
祝
祭
日
は
お
渡
し

電
話
口
八八五回

電
話
乙八八五
四
・
二

・
二
五
五
五

谷
口
薬
局
(
松
島
町
)

で
き
ま
せ
ん
。 

-ご使用中のアイロンなどの熱器具は，プラグをコンセ

ントからぬきましょう。

・冷蔵庫は，とびらの開閉回数を少なくしましょう。
・
六・ 

・熱帯魚などは，電池式エアポンプを備えておきましょ

う。また，電気以外の加温方法を考えておくとよいで

しょう 。

職
員
人
事
異
動

次
の
と
お
り
、
四
月
一
日
付
け

で
職
員
の
人
事
異
動
か
あ
り
ま
し

た
。

(

)
は
旧
任
で
す
。

横
瀬
保
育
所

保
母
福
井
福
美
一
生
比
奈
保
青
空

保
母
青
山
美
恵
子
一
生
比
車
保
育
所 
)

生
比
奈
保
育
所

保

母

寺

尾

弘

恵 

(横
瀬
保
育
所 
)

保
母
神
子
家
索
由
主
出
江
保
育
所
)

保

母

闘

来

安

代 

(償
瀬
保
育
所
)

沼
江
保
育
所

保
母
阿
望
美
登
里
王
比
帯
保
育
所
-

検
瀬
小
学
校

内
務
員
玉
置
テ
ル
子
一生
比
奈
小
若
山 
)

生
比
奈
小
学
校

内
務
貝
河
野
夏
子
(
給
食
セ
ン
タ
ー 
)

給
食
セ
ン
タ

内
務
只
勢
回
澄
子
(勝
浦
病
院 
)

勝
浦
病
院

内
科
医
長
予
貿
陰
(土
佐
市
民
病
院
)

ま
た
、
三
月
三
十
一
日
付
け
で

次
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

広
井
貞
代

宮
本
春
子

小
松
島
赤
十
字
病
院 
(中
田
町
)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
家族で話し合おう図解交通安全バイク編
5月20日は交通安全の日
二段階方法はおぼえましたか

MUS04
テキストボックス
四電だより



出
口
詠
は
包
月
七
日
ま
で
に

三
句
ハ
ガ
キ
で

送
り
先
勝
浦
町
三
渓

時
悼
齢
世
広
夫
(
都
且
思
〉
ま
で

町
内
在
住
の
万
に
限
り
ま
す
。

次
回
は
俳
句
、
そ
の
次
は
短
取
と
交
代
に

の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
役
句
く
だ
さ
い
。
�
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い休入ポ

をな 物
)汗れケ
日� 

Hか!点んのy

ll:向時の 友ト
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や
る

る中級こ 入ン
東んれ

ポ
ケ
ッ
ト
に
合
格
お
守
り
入
れ
て

散
歩
か
ら
自
然
を
詰
め
る
知
恵
袋

十
五
年
ぶ
り
の
出
逢
い
に
尽
き
ぬ

過
去

横

瀬

桂

木

た

け

お

選
挙
に
は
関
係
な
い
と
酒
届
く

先
づ
馬
を
射
る
父
の
日
の
プ
レ
ゼ

ン
ト

横

瀬

谷

酔

参

猫
の
恋
静
か
に
な
っ
て
ゴ
ー
ル
イ

こ ポ中 グ〉に

怖い!;¥:n揃j;;:¥横

瀬

今

川

の

ぼ

る

う ヶ横覗�  
lこ ツ瀬き
まト合
わ 欲錦い
し し内� i朝
薪ぃ干
を 婦常狩
割人一

坂

本

谷

富

士

出廻 l:il

つグ〉
<JII柳〉

巡ら
いぬ
が� l時

ら 智
め恵
しも

余
剰
米
と
な
る
見
と
お
し
の
籾
を

初
詣
出
逢
い
し
人
も
老
い
て
い
る

棚

野

谷

新

太

郎

あ
き
ら
め
た
メ
モ
が
出
て
く
る
内

ポ
ケ
ツ

f
lJ

上大阿大大大嶋大
字 字字字 字

41
キ

す
ば
ら
し
い
出
逢
い
神
様
か
ら
貰

ポ
ケ
ッ
ト
に
殴
り
た
い
手
を
止
め

そ
れ
と
な
く
聞
い
て
選
ん
だ
プ
レ

ポ
ケ
ッ
ト
に
ひ
そ
か
に
入
れ
る
心

ら
れ
る

い夢話ポ い
兜
エ

ゼ
ン
ト

つ
のケ
中 y

出ト
遂の
つ小立 中

山
横

瀬

後

藤

列

東

立
川

横� 
i頼

生
名

倉
橋

ア
ノレ

た銭 川
亡ま
夫さ 竹

田
あ
ゆ
み

前
回

中
田

万
里

はぐ
まり
だ赤千

恵 若電

-v



+PI---v
申
さ
育
園

十
字
家
新
居

プ
レ
ゼ
ン
ト
孫
は
よ
ろ
こ
び
抱
い

ポ
ケ
�
 ト
に
そ

っ
と
隠
し
た
内
緒

y

文メ セ
ソ
ト
し
た
髪
が
い
や
が
る
へ
ル

、えて
寝
るご

結
婚
お
め
で
と
う

3
月
刊
日
�
 4
月
刊
日
�
 

i

揖
野
上

y

戸
鰭
の
窓

トお
誕
生
お
め
で
と
う

仲 沼中坂�  1反
勝南江角本門本

士官官 申

字 孟東北 栄
町北市松山野市田

青宮大 横松北曽美
木本西尾浦峯川馬

雅幸 仁 一 紀 淳 泰
美治恵史恵夫子治

沼

江

駒

津

こ

つ

ゆ

生

名

丸

山

香

月

正
志
/

直
美
一
長
男
英

晃

武
典
�
 ・

:

政
代
~
一 J

:

亮

平
(fi[.m略〕

大
字
棚
軒
。
十
都
井
谷
穏
益
コ
ト
(
幻
オ
)

大
字
三
懇
話
主
本
中
野
専
二
(
市
才
)

大
字
生
名
字
山
ノ
神

出

葉

市

良

(
制
オ
)

大
字
沼
江
字
国
中
宮
本
選
雄
(
臼
オ
)

大
字
三
淡
字
日
浦
山
本
シ
ゲ
(
叩
オ
)

{汁 白

士一街

大
字
器
高
田

平
宮
原

大
字
=
一
端
川
上

子
中
谷

大
字
槻
野
字
桧
悶
石
倉
エ
ツ
ノ
�
 
オ
)

(
M
M

大
等
霊
山
本

乍
肝
仲

大
子
市
江
木
並

包
紙
と
く
手
も
と
か
し
誕
生
日

沼

江

黒

井

股

ポ
ケ
ッ
ト
に
け
ん
か
の
慢
を
持
ち

司
需
叩
山
ソ

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
て
や
っ
ぱ
り
値

踏
み
す
る

沼

江

大

岡

小

校

庭
石
の
ブ
ー
ム
倒
産
後
も
坐
る

早
蕨
の
空
を
摺
ん
だ
山
の
幸

一 大

す
》

z主主
大

岡江場国

山中
丸田

美

ゐ
・
お
く
や
み
申
し
ま
す

横

瀬

稼

勢

都

景

栄静愛敏和成弘敦枝親未
子夫子幸代和美 嗣子利子娘
、」一----- 、ー一一~ 、、ーー-戸 、、ーー----- 、、、一-戸 、、ーーー~

長二長長二二
男男男女女男�  

i圭研和明智康
日

介 徳 香 子 之

行
に
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

主1 美

馬

利

己

さ

ん

(

棚

野

)

穏

台

澄

江

さ

ん

(

棚

野

)

出

葉

利

男

さ

ん

(

久

国

)

松

回

彦

市

さ

ん

(

今

山

)

山

本

藤

八

さ

ん

(

与

川

内

)

匿

名

(

横

瀬

)

以
上
の
か
た
か
ら
社
協
善
意
銀

3
月
刊
日
�
 4
月
刊
日

j

.Ef"..だ-
さ自鮒1 劃� J

いで主任 車
。全校 事見、

》の� ..:(ま

善

意
あ
り
が
と
う
�
 

~ 

ζ
ざ
い
ま
し
た

納納�  A 

-期期 ハ:::'.'2
内 限 思u

プ
レ
ゼ
ン
ト
初
月
給
の
子
に
貰
い

手
造
り
の
苦
労
が
わ
か
る
プ
レ
ゼ

ン
ト

終
点
へ
追
い
詰
め
ら
れ
た
知
恵
磨

倉

橋

加

辻

イ
メ
ー
ジ
よ
り
素
晴
ら
し
か
っ
た

日
の
出
逢
い

進
え
る
か
も
知
れ
な
い
今
朝
の
青

蒔
く

葉
桜
と
な
り
て
ロ
マ
ン
が
一
つ
消

一
イ
平
軒
�
 

i 

..'

想青
には

9 
同ヨ

.て.三� J 

s! 
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昭和61年� 5月1日つ ら

l

び
時
間
一
時
三
十
分
�
 二
時
�
 

ザコ� IJ込第191号

と
こ
ろ
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乳
児
健
康
診
査

該
当
児

十
一
月
三
十
日

診
査
内
容

l
日
�
 

巡
回
健
康
相
談

成
人
病
は
、
自
党
症
状
が
現
わ

総
合
健
診
の
実
施
に
つ
い
て

胃
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、

O
歯
科
診
査

内
科
一
般
診
査

栄
養
及
び
保
健
指
導
�
 

一一般

昭
和
五
十
九
年
九
月

「

一
「
�
 O

れ
に
く
い
為
、
定
期
検
診
に
よ
る

円

早
期
発
見
が
大
切
で
す
。
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
の
で
多
く
の
方
が

お
気
軽
に
・
)
利
用
く
だ
さ
い
。

料

金

無

料

①
健
康
子
帳
を

司
}
持
参
く
だ
さ
い
。

健
康
相
談
内
容

O
O

O
O

診
査
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す

料

金

田

同

五

�

 

c

O

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
無
料

※

母
子
手
帳
、
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
健
診

一

般

診

査

一

�

 

円

(
た
だ
し
、
満
七
斗
歳
以
上
の
方
、

生
活
保
護
家
庭
の
方
は
無
料
で

す
�
 

c
)

き

と

五

月

九

日

(

金

)

結
核
は
な
く
な

っ
た
わ
け
で
は

内
容
及

。
離
乳
食
講
習
会
午
後

あ
り
ま
せ
ん
。
作
依
然
と
し
て
最

で
す
。

「

O
血
圧
測
定

{
O
相
�
 ョ，k 
Tl!)三

O
尿
検
査

大
の
伝
染
病
�
 

O
乳
児
健
康
診
査
午
後

二
時

1
一
二
時

と

こ

ろ

勝

浦

病

院

小
児
科

該
当
児
昭
和
六
十
年
十
二
月
一

日
1
昭
和
六
十

一
年
三

月
三
十

一
日
ま
で
に
生

れ
た
子

u

※
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ

一
歳
六
か
月
児
健
康
診
査

こ
の
時
期
は
、
身
体
、
精
神
、

行
動
共
に
発
達
が
著
し
い
た
め
、

異
常
の
早
期
発
見
に
は
、
適
し
た

時
で
も
あ
り
ま
す
。
該
当
者
は
必

月日 場 内}� H寺町1I 内� 't'~ 

yCWI J)i "1， ~S 会所 午� I0 ¥'Jj釧 
時71L1 O 胸部レントゲ

I侍 ン峨彬� 

O一般珍3!t十|剛山IJ

l時 定.育会第ほか

%(FIl 今山公会 堂

%(村 !f.一谷間辺日]十世宅横 

%(ゆ 生名集会 所

%(付 久間公会堂前�  

今
年
に
な

っ
て
、
勝
浦
町
内
で

も
何
名
か
の
新
患
者
が
出
て
、
長

期
療
養
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
一

回
は
必
ず
検
診
を
受
け
早
期
発
見

に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
c
 

①
料

金

無

料

�

 

①
普
段
着
の
ま
ま
、
気
軽
に
お
こ

し
く
だ
さ
い
(
ボ
タ
ン
、
金
具
の

な
い
下
着
に
し
て
く
だ
さ
い
)。

月日� f4; 所 時 問

% 
(，j;) 

黒岩谷脇峰雄桜毛liii 

中角生比来れれbl!; 

供村婦人の貫主�  

生� Jt奈農協商l 

t針作新}Fii白僚主;梢� 

dl江川田� ifi様宅前�  

1.iJ以セン�  7 ー� 

9 :30-10:00 

10:10-10:40 

10:50-11:20 

11:30-12:00 

13:00-13:30 

13:40-14:10 

14:30-15:0。

% 
t斜

{生 ιt!'j 同九� 

itL輔i電話 局前�  

棚 ~f' 柏原石川11古前 

中山rjijEfJJtIl千棟宅被 

勝浦町際協{奨来場前� 

木下今一隊司三前�  

与 川 内 '1エ業所�  

9 :30-10:00 

10:10-10:40 

10 : 50-11:20 

11:30-12:00 

13:00-13:40 

13・50-14・20

14:30-15:00 

き

胸部レントゲン検診日程

と

五

月

二

十

三

日

(

金

)

ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

午
後
一
時
三
十
分

時
三
十
分

勝
浦
病
院

l
二

小
児
科

一飼い犬lま必ずつないでく ださい一

不用犬買い上げ日

5月� 7日嗣
 
5月21日(7]<)
 

成犬� 300円
 点� 

5月定例l山配ごと相談

日時 5月� 2日(針

午前 10時 一午後�  3時

人権・行政・厚生・福祉

場所� 住民福祉センター� 2階� 

(平日でも受付しておりますので¥

総合健診日程

※1.ワの検変のみの人は.午前 8時から� 9時ま
でにおこし下さい。� 

2 聞の険査を受けられる人は守時ij日午後 91時

以降と当日は何も食べずにおこし下さい。� 

3 健康手帳をご持参くださ� L、。

月日 時 間� 1 n~ 所� 

% 
午l昨前II時初 |勝浦会館(村 

% 
(:，f;) l時30分-3時 槻到盟会叫

夜間救急当番表
1月1日 山西医院

③日 勝浦病院 〔電話番号〕

⑤日 湯浅医院 勝浦病院
ア日 勝湾病院 �  2-2555 
9日 赤岩医院

山西医院
⑪臼 勝浦病院 �  2-302ア� 
13日 山西医院

湯浅医院�  
15日 勝浦病院 �  2-2003 
17日 男浅医院

赤岩医院�  
19日 勝浦病院 �  2-2006 
21日 赤岩医院�  

23日 勝浦病院 �  

3日 山西医 院 �  

27日 勝浦病 院 �  

29日 湯浅医 院 �  

31日 赤岩医 院

お気軽にお問い合わせください/ 小犬� 100円午後6時~翌朝午前9時
午後ア時~翌朝午前9時

日
日

平
休

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康




